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 上顎左劇醐切歯に最大 40 gf, 平均荷重 25募£, 荷重振幅士 i5蟹 のほぼ共振周波数 (工15 ～!40
 H2) の正弦波振動力を, 対照として反対側同名歯に 40ぴ の静荷重をそれぞれi騒i時間半づっ
 負荷 し, それ以外の時間は負荷後の位置で止めておく方法を生～3遷聞続けた。 それぞれの愚に
 ついて負荷期間中の歯の移動距離 を比較 し, あわせて歯周 絽織の力学的特性に関係する速度共振
 特性の変化を測定 し, 両者の差異を検討 した。 またテトラサイ クリ ンを屠いて硬綴織時刻描記を
 行い, 葬脱灰 (CMR) および脱灰 (登・E染色) 標本を作製 し, 歯周絽織の改造変化について
 も調べた。 これらの結果をもとに, 振動力負荷による歯の移動のメ カニズムについて考察を舶え
 た。 鰐 られた結論は次の通りであ る。
 1. 振動力を負荷した歯の移動速度様帽はほぼ3つのステージに分けられた。 負荷饅数O～2日
 憲での第玉ステージでは急激な移動様相 が晃 られ, 第2ステー ジでは緩徐な移動様相に変わり,
 負荷日数9日前後の第3ステー ジでは再 び急激な移動様相 が見 られた。 静荷重を負荷 した歯で
 は負荷開始直後以外はなだらかな移動様相が継続した。
 2. 歯の移動題離は, 振動力負穂の方が静荷重負禧より 生.3～嶽 倍程痩多かった。
 3. 振動力負荷の方が静荷重負荷に比べ, 歯の動きやすさを褒す最大速度振織は高い値を示し,
 旛周 継織のばね定数に関係する共振周 波数と, 粘性減衰定数に関係する共振峰の幅は低い罐を
 示した。 つまり, 振動力負荷の方が力学的には臨が動きやすい状態にある事を示 していた。
 4. 両負荷共に, 歯の移動様相や力学的特権縫の変化には, 何鑓かおきにある周期性を生 じてい
 た。 これは, 絽織の改造変化に関係が深い様であった。
 5, 負荷開始前に描記 したテトラサイクリンのラベリング線と歯面との距離は, 振動力を負荷し
 た方が i.3 ～観 焙程度大きく, 振動力負荷の方が蝋の移動量が大きく, また骨の添獺量も多い
 事を示 していた。
 6. 圧迫測では両負荷共に歯槽壁に多くの吸収像が見られたが, その数は振動力負荷の方が多く
 かつ大きく 複雑な形態を呈 して いた。
 7. 牽引測では両負荷共に負荷騒数が増すにつれて多数の線維骨の形成が見られたが, 振動力を





 現在, 函の移動を人為的に行うカの負荷方法は静荷璽負荷を周いているが, 蝋燭組織は近似的に
 精弾性体とみなされ, 力学的見地からすれば振動的な負荷が考えられるにもかかわらず, それを
 歯の移動法として爾いる可能性についてはほとんど換討がなされていない。 ただわずかに, 力学
 的観点から振動力負荷車の蜥周 組織のばね定数と結性減衰定数の変化を求めることによ って, 振
 動力負荷は静荷重負荷 に跳べて効果的であることが示唆されているに過ぎな い。
 本研究では, 薦の人為的な移動力として振動的な負荷を尾いる可能性について, ニホンザルを
 爾いて振動力と静荷重による歯の移動様相を比較 し, 爵周組織の力学的特性とその改造変化様網
 に関係する差異を綴織学的 に萌 らかに しょうと した ものであ る。
 本研究 によって得 られた知見を要約すると以下の通りである。
 i. 振動力を負荷した藪の移動速度様糊はほぼ3つのステージに分けら払 静荷重によるそれと網違
 し, 歯の纈離においてはその結果として振動力負荷は欝荷重より 招～ 鍵 倍程度大きかった。
 2. 振動力負荷の方が静荷重負荷に箆べ, 最大速度振纏縫は高く, 共振周波数と共振鋒の縮縫は
 緩く, 力学的には磁が動き やすい状態になることが確認できた。一
 3. テトラサイクリンによる蒔刻描記法では, 振動力を負荷した方の移動にともなう歯槽骨の骨
 添加量は静荷重負荷のそれと比較 して 1.3～i.尋 倍程度大きく, また圧迫翻歯槽壁における骨吸
 収嫁 も大きくかつ多く, より複雑な形状を呈 していた。 一方牽引鯛では, 振動力負荷の方がよ
 り多数の線維骨形成を認めた。
 4. 振動力負荷による特異的な歯周縞織の破壊は認め られなかった。
 以上の結果は, 振動力負荷は静荷重負荷に比べて歯の移動力として効果的であることを力学的
 見地のみな らず組織学的見地からも明 らかにした ものと奮える。 すでに述べたように, 本蘇究の
 テーマは歯を移動するための力の負荷方法と して往来まったく検討さ れてこなかった振動力を通
 馬 し, そこに見 られる特徴的な現象を力学的・組織学的観点から解萌 した点で轟く評価できるも
 のと言える。 これらの新知見は, 歯の移動を人為的に行ううえで健来の静荷重負荷の妥当性に疑
 義をさ しはさ む興味深 い論点を提起するばかりでなく, 爵の移動 にと もなう蝋周 絹織変化の複雑
 なメカニズムの未解決な問題を考究するにあたり, 極めて有効な示唆をも与えるものと評価でき
 る。
 以上の理由から, 本研究は歯科矯正学の進歩に寄与すること多大であり, 歯学博士の学位授与
 に纏するものと認める。
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